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JIS A 5011-1 
品質の高い
高炉スラグ細
骨材の規格 

①  高耐久性用高炉スラグ細骨材 

●  品質の高い高炉スラグ細骨材の規格の確立 
●  機能性骨材として適切な価格で各地域に供給  

②  ＰＣプレキャスト製品 

③  ＲＣプレキャスト製品 

凍結防止剤が散布され，防水層が機能しなくなったと 
しても，従来のコンクリート部材より，凍結融解作用 
にも、荷重の繰返し作用にも，格段に抵抗性の高い 
製品を提供 

蒸気養生を用いた製造方法でも耐凍害性が担保された製品の供給  
20mm程度のかぶりでも，高い耐塩害性を確保した製品の供給  

から，高サイクル疲労荷重を受けるコンクリート構造の応答が再現できるようになってきた10)12)。図―12

は橋梁床版に輪荷重が繰り返し走行するときの応答を示したものであり，破壊に至ったときの繰り返し回数

からS-Ｎ図を表示したものである。ミリオーダーのひび割れを介した応力伝達の知見から，10メートルオ
ーダーの構造部材の応答が算定されることとなる。 
 これら知識の構造化を既存構造物の将来の挙動予測に適用し，残りの疲労寿命を推定することが可能とな

りつつある。目視検査で得られるひび割れ図(場所と方向の幅)のみから，計算仮想空間に損傷を人工的に作

り込み-pseudo-cracking7)13)，その後に交通移動荷重を作用させるものである(図-13)。検証には，実際に数
年の供用で疲労損傷した実橋梁床版を切り出し，実験室内で疲労荷重を作用させた結果などを検証に用いた

13)。初期損傷の無い試験体の疲労強度も計測し，数値解析との比較検討を行った。 
 図-14は実務対応を考慮した損傷入力画面と，将来に作用すると推定される交通荷重のもとで得られる余

寿命を示している13)。数値シュミレーションでは膨大な中間出力値が保存され得るが，最終的には余寿命疲

労強度曲線のみを橋梁管理者に引き渡す。ここでは設計時に用いられた材料特性値は意味を失い，現時点で

達成されている品質を推定し，それを全て受け入れた上で，将来予測につなげることとなる。ここでは維持

管理計画と新設構造の設計計画は，表裏一体として扱い得る。 
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図―12 微細ひび割れの相互作用と橋梁床版の疲労寿命10) 

 

目視によるひび割れ位置と幅

Pseudo-crackingによって
変換されたひずみ場  

図-13 ひび割れ目視点結果から等価な損傷を再現するPseudo-Cracking法7)13) 
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増粘剤による施工性能改善 
【特願2015-143297】 
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凍結融解後の水中疲労寿命 
【特開2016-216284】 

塩分浸透性と防錆性能 

凍結融解向上のメカニズムの解明 
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各地で製造される高炉スラグを用いた 
反応性確認試験方法の検討 

【特願2015-242333】 
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供用中の高速道路等で劣化が顕在化した部材を取替える大規模メンテナンス
工事において，『交通規制の短縮』・『確実な施工』・『改修による耐久性向上』 
を実現するプレキャスト製品の開発を行う． 

 ＰＣ (Prestressed Concrete) プレキャスト部材 
 ⇒「防水層に頼らず」塩害・凍害に耐える床版を提供 

 ＲＣ (Reinforced Concrete) プレキャスト部材 
 ⇒優れた耐凍害性を「添加剤（ＡＥ剤）不要」で実現 

 
『BFSコンクリートを用いたPCa部材の製造指針』を学会で発刊し，指針に基づき
実施工を行う． 

 高炉スラグ細骨材が，コンクリートの耐久性を著しく向上させるメカニズムの 
  解明 

 超耐久性コンクリートに用いることが可能な高炉スラグ細骨材を全国で使える 
  供給体制を確保 

 実験室と同品質のコンクリートを実際の製品工場で製造可能にする，製造方 
  法/検査方法の確立と品質管理体制の構築 

研究開発の目的 

超耐久性コンクリートを用いたプレキャスト部材の 
製品化のための研究開発 
岡山大学大学院環境生命科学研究科 教授 綾野克紀  
オリエンタル白石(株),ランデス(株),ＪＦＥスチール(株)           

研究開発の内容 
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（2）構造材料・劣化機構・補修・補強技術の研究開発

研究開発の目的・内容

現状の成果① 最終目標

現状の成果②超耐久性コンクリートを用いた
プレキャスト部材の製品化のための研究開発38
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